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保 育 者 養 成 に 関 す る 研 究 （ 11 ｝

「 言 語 」 担 当 教 員 の 教 育 目 標 に つ い て

　 　 　 　 　 都 簗 　忠 義

　 　 　 　聖 徳 学 園短 期 大 学

1 ） 目 的

　 前 回 （日 本 保 育 学 会、第 40 回 大 会、 1987 ）の

報 告 で は、保 育 内 容 領 域 「言 語 丿 の 擬業 の 実態 と、　 「

言 語 1 摂 当 教 員 の 保 育 現 場 に つ い て の 認 識 の 程 度 を 報

告 した が、今 回 は 前 回 で 報 告 で きな か っ た 「言 語 」 の

教 育 目蟹 と、小 学 校 の 「国 語 」 と 「言 語 」 と の 関連 牲

を 「言 語 」 担 当 教 員 が ど の 様 に 捉 えて い る か を報 告 す

る。

2 ＞方 法

　前 回 と 同 様 で 全 国 の 保 育者 養成 機 関 （短 大、4 年 制

大 学 ） で 保 育 内 容 領 域 「言 語 」 を担 当す る教 員 に 調 査

用 紙 　
”

領 域 「言 語 」 の 教 育 内 容 に 関 す る 調 査 （1 ＞

を 郵 送 し．囲 答 を 求 め た．そ の 内、問 ／ 4 ま で の 分 析

結 果 は 前 回 報 告 して あ るの で、今 回 は 悶 15 、 16 に

相 当す る 自 由 記 述 で 求 め た 質問項 目、
”
　「言 語 」 の 授

業 で 特 に 圏 標 と し て い る こ と が あ りま し た ら、お 書 き

下 さ い
コT
、と

”
領 域 「言 語 」 と 小 学 校 の 「国 語 3 と の

関 係 に っ い て お 考 えが あ りま した ら お 書 き 下 さ い
”

の

2 項 目 に つ い て の 分 析 結 果 を 報 告 す る．

　 調 査 期 日
・・1986 年 玉 月

3 ） 結 果 と 考 察

（1 ＞ ヂ言 謡 」 の 具 体 的 な 授 業 目標 に つ い て

　 　 結 果 の 整 理 方 法 は、自由 記 述 され て い る 内容 と、

記述 で 使用 さ れ て い る 言 葉 か ち、 9 個 の カ テ ゴ リーに

分 類 し た．以 下 が そ の 結 果 で あ るが 0 内 は そ れ ら の

目 標 を選 ん だ 人 数 と全 体 に 占め る割 合 で あ る。

　 回答 が 得 ら れ た の は 93 人 中 71 人 で あ っ た．各 教

員 は 平 均 2 ．5 項 目 の 目 標 を 持 っ て い る が、 1 項 目 を

「言 語 」 の 授 業 の 目標 とす る 教 員 か ち 数 項 目 を 目標 と

す る教 員 ま で 幅 が 広か っ た。　 （な お 延 べ 人 数 は 176

人 で あ る 〉。

  　指 導 要 領 や 保育指針に あ る 「言 語 」 の 意 義 や 目標

　 を 学 生 に 理 解 させ る
…
　　 （13 入、 7 ．4 ％ ）

  　 い わ ゆ る 「言 語 」 に 対 す る 基 本的考 え 方 を理 解 さ

せ る …　 　 ｛48 人 、　27 ．　3 　 ％ ）

　 こ の カ テ ゴ リーの 中 に は、下 位 分 類 と し て 言 語 観 （

7 人 〉、言語理 論
・言 語 の 基 礎 理 論 （9 人 ）、言 語 と

思 考
・
創 造 性 （5 人 ）、言 葉 に よ る 教 育 （8 人 ）、 コ

ミ ュニ ケ
ーシ ョ ン と して の 言 語 （6 人 ）、活動 と し て

の 言 語 （5 人 ）、言 葉 と 表 現 （4 人 ）、内 的 世 界 と し

て の 言 語 〔4 人 〉 が 含 ま れ て い る。

  　子 ど もの 発 達 の 理 解 …　 　 （20 人、 11 ，4 ％ ）

　 こ の 中 に は 発 達 論 ・発 達 へ の 理 解 （4 人 ）、言 語 発

達 の 理 解 （ 16 人 ）が 含 ま れ て い る。

  「言 語 」 指 導 上 の 溜 意 点 … 　 （34 人、 19 ．

3 ％ 〉

　 こ の 中 に は 「言 語 」 の 具 体 的 指 導 法 ・指 導 妓 術 の 会

得 （22 人 ）、指 導案 の 作 成 ｛2 人 〉、絵 本 ・童 話 の

作 成 （6 入 ）、子 供 へ の 話 し か け 方 の 会 得 （4 人 ）が

含 まれ る e

  　 保 育 者 の 言 語 能 力 を 高 め る こ と
…
　 　 （34 人、

19 ． 3 ％ ）

　 こ の 中 に は、保 膏者 の 言語能力 （10 入 ）、保 育 者

の 表 現 力 （7 ．人 ）、保 育 者 の 正 しい 言 葉 の 使 い 方 の 会

得 （17 人 ）が 含 まれ る。

  　 言 語 障 害 の 理 解 を 求 め る
…　 　 （2 人、 ／， 1 ％ 〉

  「
．
言語 tt の 研 究 … 　 （／ 3 入、 7 ． 4 ％ ）

　 こ の 中 に は 「言 語 」 の 研 究方法
・
教材 研 究 の 方 法 （

4 人 ）、子 供 の 言 語 生 活 の 実 態 を 知 る こ と （9 入 ） が

含 ま れ る e

  　 「言 語 1 は 言 葉 に な ちな い も の と して 捉 え る
・・

　 （3 人、　1． 7 ％ ）

  そ の 他 …　 　 （9 人、 5 ． 1 ％ ）

　 「言 語 」 の 教育 目標 は、　 「言 語 」 の 基 本 的 考 え方 を

理 解 す る こ と、言 語 の 発 達 を通 し て 子 供 の 発 達 を 理 解

す る こ と、　 「言 語 」 の 具 体 的 な指 樽 方 法 を 会 得 す る こ

と、保 育 者 の 言 語 能 力 を高 め る こ と、　 「言 語 」 の 研 究

方 法 の 五 つ に大 き く分 け る こ とが で き よ う．前 二 者 に、

教 育 の 目標 が 置 か れ て
．
い る と み て よ い で あ ろ う。

　 カ テ ゴ リ
ー一別 で は、  「言 言吾．1 に 対 す る基 本 的 考 え

方 （い わ ゆ る 言 語 観 ） が も っ と も 多 く 「 言 語 J の 授 業

目 標 と し て 選 ば れ て い る。つ い で   「
．
言 ：m

　tt の 指 導 ．．辷

の 留 意 点、  保 育 者 の 言 語 能 力 を 高 め る こ と、とな り、

最 下 位 は   の 言 語 障 害 に つ い て の 理 解 と な っ た。カ テ

ゴ リ
ー

  、  が上 位 の 目標 と な る こ とは、前 回 の 報 告

か ら予 測 で き よ うが、  が 「書語 」 教育 の 主 た る 目 標

と な っ て い る の は 予想 外 で あ っ た。

　 幼 児 に 対 し正 し く 「言 語 」 を指 導 す る に は、　 「言 語 」
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の 環 鏡 を整 え る必要が あ り、そ の 第一歩 と して、担 当

教 員 は 保 育 者 自身 の 言 語 能 力 を 問 題 と す る。言 語 能 力

は、言 葉 に よ る 表現力、正 し い 言 葉 使 い （正 し い 日本

語 の 使 い 手 と して の 保 育 者 〉と さ れ、こ の 様 な 能 力 を

高 め る こ と が 領 域 「言 藷 」 の 目 標 の ひ と つ と な っ て い

る。こ う した 能 力 を保育者 が も っ て 始 め て．　「 言 語 」

環 境 が整 い 、よ りよ い 「言 語 」 の 具 体 的 括 導 が 可 能 と

な る、と 担 当 教 員 は み て い る。

　 次 に 教 員 の 前 職 に よ る 目標 が 異 な る か ど うか を検 討

を試 み た が．保育園 ・幼 稚 園、小 ・中 学 校、高 校、大

学
・専 門 学 校 の 何 れ の 間 に も統計 的 に は 差 が 無 か っ た。

（2 ）領 域 「 言 語 」 と 小学校 「国 語 」 と の 関係 に つ い

て

　 結 果 の 整 理 方 法 は、授業 目標 の 方法 と 同 じで、8 個

の カ テ ゴ リーに 分 類 し た。回 答 者 は 93 人 中 55 人 で

あ っ た。　（）内 は 人 数 と 全 体 に 占め る 鰯 合 で あ る。　（

延 べ 人 数 は 74 入 で あ る 〉。

  「 言 語 」 と 「国 語 」 の
一

貫 性 が 必 要 で あ る
…

（14 人、　 18 ．4 ％ ）

  　幼 稚 園 と 小 学 校 の 交 流 が 必 要 で あ る、両 者 が 無 関

係 に 指 導 され す ぎ て い る …　　 （8 人、　 10 ，8 ％ 1

  　 f 言 語 」 は 「国 語 」 と 異 な り独 自性 が あ る …

（13 人、　17 ．　 1 ％ 〉

  　 「言 語 」 は あ らゆ る 教 科の 土 台 で あ る　　　 （3

人M3 ． 9 ％ 1

  「 言 語 」 は 「国 語 の 」 の 土 台 で あ る ・
　 （ 13

人、　17 ．　1 ％ ）

  　 幼 稚 園 側 の 文 字指導 に 対 す る 要 求 ・・
　 （9 人、

11 ．8 ％ ）

  　 「国語 」 教 育へ の 批 判 …　　 （8 人、　13 ．2 ％ 〉

  そ の 他 … 　 （6 人、 7 ．9 ％ ）

　こ れ ら 8 個 の カ テ ゴ リーは、　「 言 語 」 と 「国 語 」 は

密 な 関 連 が あ る、　 「 言 語 」 は 「国 語 」 よ りも幅 が 広 く．

か っ 独 自性 が ある、幼 稚 園 また 逆 に小 学 校 の 指 導 に 対

す る 批 判 の 三 つ に 大 別 で き よ うe 当 然 と い えば 当 然 で

あ る が、三 つ の 中 で は 両 者 の 関 連 性 を認 め る 意 見 が 極

め て 多 い と い え る。

　カ テ ゴ リー別 に み る と、特 に 多 く選ば れ る も の は 無

く、  、  、   の カ テ ゴ リーが ほ ぼ 同数 多 く選 ば れ て

い る，   の 幼 ・小
一

貫 性 の あ る 指 導 が 必 要 で あ る と、

  の 「言 語 」 は 「 国 語 」 の 土 台 で あ る、は 両 老 の 瞬 連

性 を 認 め た 上 で の 意 見 と み て よい で あ ろ う。こ れ に 対

して、幼 ・少 の 関 連 性 は あ る が、 「言 語 j で しか で き

な い こ と を 申 心 に し て 指 導 す べ きで あ る、　 「籌 諾 」 は

あ ら ゆ る教 科 の 土 台で あ る、生 活 体 験 と し て の 「言 語 」

と書 き言 葉 と して の 「 国 語 」 と の 違 い、な ど  「言 語 」

の 独 自姓 を 主 張 し、　「言 語 」 で しか で き な い こ と を 幼

稚 園 で は 指 導 す べ き で あ る、と い う 意 見 の 担 当 教 員 が

多 い 。

  の 幼 稚 園 側 へ の 要 求 と して 目 につ く もの は、文字 指

導 の 方法 に つ い て で あ り、指 導 要 領 か ら は み だ し て 文

字 指 導 を して い る た め 小 学 校 で は そ の 弊 害 が 現 れ る．

「遊 び 1 と 「書語 ，
の 指導 が 区別 で き て な い 、な ど と

な る。逆 に   「国 語 」 へ の 批 判 と し て は、読 解 や 文 字

の 書 取 に 重 点 が 置 か れ 過 ぎ る、低 学 年 は 話 し言 葉 を 使

っ た 方 が よ い 、小 学 校 の 教 員 が あ ま りに も幼 稚 園 の 実

情 を知 ら なさ す ぎ る、な どで あ る。

　 こ れ ら の 意 見 は い ず れ に し て も、幼 稚 園 で の
「 言 語 」

の 指 導 方 法 と 小 学 校 の 「国 語 」 と の 関 連 は 深 い の で あ

る が、澗 者の 交流が 無 い ため に 系 統 的 に 指 導 さ れ て い

な い 、も っ と両 者 の 交 流 を 図 る の が 良 い と、ま と め る

こ と が で き よ う。

　 次 に 担 当教 員 の 前 職 別 に よ O 「言 語 」 と
「
国 語 」 に

つ い て の 意 見 を 比 鞍
・検 討 し て み た。保 育 園 ・幼 稚 園、

11い 中学 校 の 出身者は   、   、  を、大 学 ・專 門 学 校

の 出身 者 は   、  、  を 意 見 と して 持 つ 撰 当教 員 が 多

くみ られ る が 何 れ も統 計 的 に は 有 意 な 差 が な か っ た．

ま と め

　前 回 で 報 告 で
．
き な か っ た 「言 語 ， 担 当 教 員の 教 育 属

機 と、　 「
．
言語 」 と 「国 語 」 と の 関 連 性 に つ い て の 意 見

をま と め る と 次 の よ うに な る．基 本 的 な 考 え方、言 語

発達 等 の 知 識 の み な ら ず、保 育 者 自 身 の 言 語 能 力 を 高

め る こ とが 「 言 語 」 教 育 の 重 要 な 目 標 で あ る と す る 意

見 が 多 か った。　 「言 語 ， と
「 国謔 」 と の 関連 に つ い て

は．両 者 の 関 係 は 深 い が 交 流 が無 く、一
貫 す る 系 統的

な 指 導 も成 され て い ず、矛盾 が ある、また 「言 語 」 に

は 「 国 語 」 と 異 な る 独 自 性 が あ り、こ の 独 自性 に 基 づ

き指 導 す る べ きで あ る、等 の 意 見 に ま と め る こ と が で

き る e

一一．一
な お 末 尾 な が ら ア ン ケ

ー
ト に 快 く 回 答 下 さ っ た

諸先 生 方 に 厚 くお 礼 串 し 上 げ ます
一一一．
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